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本紙を必ず施主様にお渡し下さい

Ver.1 MXS-T

各部名称

1Bタイプ/2Bタイプ

●対象製品

1B・2Bタイプ
MODERNO X SOLO
MODERNO X LETTANA 1/ LETTANA 2

NA1-MXSS06(08)△□□・NA1-MXSW06(08)△□□
NA1-MXSL106(08)△□□・NA1-MXWL106(08)△□□ / NA1-MXSL206(08)△□□・NA1-MXWL206(08)△□□

モデルノ X ソロ
モデルノ X レターナ1 / レターナ2

※本書は商品の取り扱いについて説明したものです。

紛失されないよう、大切に保管してください。

※図は モデルノXソロ 1B/左勝手

①ロックを解除し、取出し扉を開きます。

※詳細は事項のダイヤル錠の
　操作方法を参照してください。

②郵便物が取り出せます。

①取出し扉を閉じます。

②ロックを施錠します。

投函扉を奥に押し込み
ながら、郵便物を投函
します。

●火気を近づけないでください。

●強い衝撃を与えないでください。 故障の原因となります。

●重量物の立て掛け､もたれ掛かる等､過度の荷重を掛けないでください。 変形や破損､事故の原因となります。

●夏期の直射日光で表面が熱くなります。 特に乳幼児が触れる環境ではご注意下さい。

●ホースによる直接の散水は禁止です。 ポスト内に水が浸入する恐れがあります。

●むやみに改造・変更はしないでください。 破損の原因となります。

●ポストから投函物を取り出す際は手や指に注意してください。

●ポスト投函口にむやみに手や棒を差し込まないでください。 手をケガしたり、 ポストが破損するおそれがあります。

●ポストから投函物を取り出す際は、静かに開閉してください。 破損の原因になります。

●風雨の強い時、雨水がポスト内に浸入する場合がありますのでご注意ください。 郵便物が濡れるおそれがあります。

●ポストは郵便物や新聞等を受け入れるものです。 その他の目的に使用しないでください。

●傷などの補修方法はお問い合わせください。

1

モデルノXソロ　1B 例)W800 左勝手

モデルノXレターナ1　1B 例)W800 左勝手

モデルノXレターナ2　1B 例) 左勝手

●偶発的な開扉の
　 防止や防犯の為、
　 ロックの施錠を
　 心がけましょう。

ご注意

投函扉

表札部

ダイヤル錠

ポスト取出し扉

本体BOX

投函扉

表札部

ダイヤル錠

ポスト取出し扉

本体BOX

投函扉

表札部

ダイヤル錠

ポスト取出し扉

本体BOX
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文字合わせ位置

文字合わせ位置■解錠方法(1Bタイプの場合)

■解錠方法(2Bタイプの場合)
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●可動部にこすれ音が発生した場合は、市販の潤滑油などを塗布してください。

●お手入れは中性洗剤を使用してください。シンナー ・ベンジン等の石油系溶剤は絶対にご使用にならないでください。
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1Bタイプ/2Bタイプ

●対象製品

※この施工要領書をよくお読みの上、施工を行ってください。

施工上のご注意

1B・2Bタイプ
MODERNO X SOLO
MODERNO X LETTANA 1/ LETTANA 2

NA1-MXSS06(08)△□□・NA1-MXWS06(08)△□□
NA1-MXSL106(08)△□□・NA1-MXWL106(08)△□□ / NA1-MXSL2△□□・NA1-MXWL2△□□

No.

1

R1(L1)
セット

R1(L1)
セット

R1(L1)
セット

数量

3

2
ダイヤル錠
開錠番号シール 4枚

ダイヤル錠
管理シール 1枚187

右へ2回 2
左へ 1号

番

錠
開

ソ
ロ

レ
タ
ー
ナ 

タ
イ
プ
１

No. 数量

レ
タ
ー
ナ 

タ
イ
プ
２

モデルノ X ソロ
モデルノ X レターナ1 / レターナ2

1B 2B

1B 2B

1B 2B

(5)

35

80

･本体(ポスト部)
･ネームプレート部

･本体(ポスト部)
･ネームプレート部

･本体(ポスト部)
･ネームプレート部
･ネームプレート部
   　原寸図(施工用)

※上図の番号は解錠の一例です。各番号は解錠番号シールを確認してください。

※図は 左勝手

1

この度は本商品をお買い上げいただきありがとうございます。末永くご愛用いただくために、この「施工要領書」をよくお読みいただき
正しい施工をお願いします。なお、商品到着後は、すみやかに検品をお願いいたします。本体に傷、付属品の不備などがございましたら、
商品到着後10日以内にご連絡ください。

●壁面の仕上げ素材により納まりが変わる場合がありますので、状況に合わせ調整を行ってください。

●壁の高さは、 H1600以下で使用してください。

●商品の上部にブロックを積む場合は2段までとしてください。

●製品に傷をつけないようご注意ください。

●施工前、水平出しを行い、前面傾斜にならないよう必ずご確認ください。

●商品の塗装表面には、直接養生テープを貼り付けないで下さい。塗装剥がれの原因となります。

●商品に付着したモルタルやコンクリートなどは速やかに清掃してください。

●施工時の汚れ落としは、中性洗剤をご使用ください。シンナー、塩酸などを使用すると、腐食の原因になります。

■本体寸法図

●ポスト部●ネームプレート部
モデルノXソロ　1B 例)W800 左勝手

モデルノXソロ　2B 例)W600 右勝手
●ポスト部●ネームプレート部

美
観

ポイン
ト美

観
ポイン

ト
より美しく仕上げるために

本施工要領書４～５ページの
《美観ポイント》をご覧ください！

35

1
5

6
0

1
5

1
0
0

320

355

(5)

390

390

1
5

6
0

1
5

3
0
0

320

355 (366)

1
9
0

3
9
0

80

(135)

 110゜

385

185

5

5

6
0

20

20



2

Ver.1 MXS-S

(5)

35

80

(5)

35

80

■本体寸法図

●ポスト部●ネームプレート部
モデルノXレターナ1　1B 例)W800 左勝手

モデルノXレターナ1　2B 例)W600 右勝手
●ポスト部●ネームプレート部

●ポスト部●ネームプレート部
モデルノXレターナ2　1B 例)左勝手

モデルノXレターナ2　2B 例)右勝手
●ポスト部●ネームプレート部
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■本体の取付

①ポスト本体を指定の位置にセットし、四方の隙間に
　モルタルを充填します。

②水平器で調整し、添え木などで本体を固定してください。

※図は 1Bタイプ

■トレーの設置

　同梱のトレーを指定の位置に設置してください。

■本体取付の準備

　右図に従い、設置するポストサイズに合わせて壁に
　孔を造ります。

■ブロック塀面の仕上げ

①投函口などにヨゴレが付着しないよう必要な個所を
　マスキングし、塀面に下地および仕上げ塗りをして
　ください。

②ポストボックス取出し側の塀際を
　全周コーキングしてください。

塀際のコーキングは必ず行ってください。

ご注意

◎ブロック施工用スペーサーを使用しない場合

②現地手配のナット(M4)で小ねじ(M4)4ヶ所を
　そのまま締め付けてください。

　

①ポストボックス内、投函口下部に固定されている小ねじ(M4)
　4ヶ所を緩め、ブロック施工用スペーサーをはずします。

緩めた小ねじ(M4)はそのまま取り除かないでください。

ご注意

ブロック施工用
スペーサー

ブロック積

モルタル

仕上げ

(5)

マスキングテープ

下地（モルタル等）

トレー

410

2
1
0

410
4
1
0

1Bサイズ

2Bサイズ

★
コーキング
（全周）

壁仕上がり面

下地面

ブロック面

ポスト口金
前面

5～10mm

モルタルを充填

添え木
（※裏側より本体ボックスへ）

水平器

②

①

壁仕上がり面とポスト口金
前面の段差を、5～10ｍｍ

の間で収めてください。

ブロック施工用
スペーサー 4-ナット(M4)

[現地手配]

4-小ねじ(M4)

①

②

美
観

ポイン
ト美

観
ポイン

ト
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Ver.1 MXS-S

コンクリート用接着剤

■ネームプレートの取付

［ モデルノＸソロ / モデルノＸレターナ1 ］

①まず指定の位置にアンカー用穴(Ｍ6～Ｍ8 2ヶ所)
　を空け、コンクリート用接着剤を充填し、ネーム
　プレートのアンカーを穴へ差し込みます。

②水平器で調整し、添え木などでネームプレートを固定
　してください。

※図は モデルノＸソロ1B W800/左勝手

完成イメージ

①

②

添え木

水平器

必ずポストとネームプレートの
前面を揃えてください。

美
観

ポイン
ト美

観
ポイン

ト

段差 段差
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例)

■ネームプレートの取付

［ モデルノＸレターナ2 ］

①壁の取付指定位置に振動ドリルにて取付穴取付穴
　(φ6、深さ50mm)を空けます。(1文字につき2ヶ所)

②壁に空けた取付穴にコンクリート用接着剤適量を
　充填します。

③ネームプレートのボルトを取付穴にしっかりと
　差し込み、取付位置を調整後、動かないように
　固定します。

※ポスト投函口とネームプレートの壁仕上がり面
　からの出幅を揃えてください。

※図は モデルノＸソロ1B W800/左勝手

完成イメージ

50

(
4
7
)

ネームプレート

スタッドボルト M4×50

取付穴(φ6、深さ50mm)

スペーサー

ナット M4

②

①

スタッドボルト M4×50

スペーサー ナット M4

3

5

③ 取付詳細

仕上げ面

コンクリート用接着剤



（裏面）

Vol.1 MXS-S

★ワンポイントアドバイス

6

■取出し扉の左右設定について（2Bタイプのみ）

※本製品は、投函･取出し扉の左右勝手を変更する事が出来ます。

①＋(プラス)ドライバーでダイヤル錠受けを固定しているトラス頭ねじ(2ヶ所)を回し、ダイヤル錠受けを取外します。

②取出し扉を開き、ヒンジ棒を上に持ち上げながら下部の軸穴からヒンジ棒を抜きます。

③取り出し扉を外します。

④取り出し口左下隅の孔にはめてあるクッションゴムを丁寧にはずしてください。

　 （扉付け替え後、対称位置の孔に取付けます。）

⑤取出し扉を上下回転（左右勝手反転）し、本体の指定の
　 位置に樹脂ワッシャーを置きます。

⑥取出し扉を樹脂ワッシャーの上に静かに置き、ヒンジ棒を
　 上部穴、その後下部穴の順に差し込みます。

⑦先程外したダイヤル錠受けを、トラス頭ねじ(2ヶ所)にて
　 本体指定の位置に取付けます。(※最初と反対側)

⑧先程取外したクッションゴムを、左右反対側の対称位置に
　 しっかりとはめ込んでください。

　取出し扉脱着の際にヒンジ棒が持ち
　にくい場合、右図の様にヒンジ棒に
　マスキングテープ等を巻き付け、持
　ち手を作ると作業しやすくなります。

　※作業後はテープをキレイに取り除
　　いてください。

●取り出し扉を取外しの際、樹脂ワッシャーが落下しやすい
　 ので、紛失しないように気を付けてください。

ご注意

ヒンジ棒

マスキングテープ等

①

④

⑧

樹脂ワッシャー
紛失注意

④ 回転対称
⑤ 樹脂ワッシャー

入れ忘れ注意

②

③

⑥

⑦

ダイヤル錠受け

クッションゴム
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